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単位の勘違いで失われた1億2500万ドル
　近年、AIやビッグデータの業界で話題となっているのが

「計測分析装置のメーカーごとに違うデータフォーマットの標

準化」です。別のメーカーの機器で測定した数値がフォーマッ

トの違いにより直接比較ができない弊害から、企業の枠を超

えて標準化しようという動きが始まっています。それに関連し

て思い出したのが「単位」の話です。

　いま私たちは当たり前のように、「駅までは2キロぐらいだ

よ」「ひき肉を300グラム買ってきて」「ハイオクを30リットル

入れてください」などと話しています。しかし実は、世界中でこ

れらの単位が使用されるようになってから、まだ100年ほど

しか経っていないことをご存知でしょうか。

　「メートル法」が生まれたのは、1793年のフランスです。15

～17世紀の大航海時代にかけて、ヨーロッパ諸国はアジア

や中東地域との交流を活発に行うようになりました。そこで

問題になったのが国や地域ごとに異なる「度量衡」の単位で

す。絹物や香辛料の商取引で、重さや長さの単位が違ってい

たら商売になりません。それどころかヨーロッパの近隣国の

間でも日常生活で使われていた単位はバラバラでした。当時

フランスで使われていた長さを表す単位「ピエ」とイギリスの

「フート」はともに「成人の足の大きさ」を意味しますが、1ピエ

が32.5センチなのに対し1フートは30.5センチ。イギリスと

フランスは1786年に貿易協定を結び、ワインや工業製品を

輸出していましたが、やり取りの度にいちいち自国単位に計算

しなおしていたのでしょう。

　そうした不便を一掃することを目指して、フランスの政治家

タレーランが国会に世界共通で使える単位の統一を提案し

たのが、1790年のことです。フランス学士院からラプラス、ラ

グランジュといった錚々たる数学者、物理学者たちが選ばれ、

翌年話し合いによって、「北極と赤道までを結ぶ子午線の

1000万分の1を1メートル」とすることが定められました。1デ

シ立方メートルの体積を1リットル、それを満たす水の重さを

1キログラムと定義されたのもこのときです。

　こうしてめでたく今に通じるメートル法が成立したわけです

が、すぐに世界中に広がったわけではありません。ヨーロッパの

国々は順次メートル法を取り入れていきましたが、イギリスでは

フランスへの対抗心のためか、長らく自国発祥のヤード・ポンド

法を使い続け、ようやく商取引にメートル法を導入したのは

100年後の1897年のことでした。イギリスを宗主国とする国々

もしばらくヤード・ポンド法を使い続け、アメリカに至っては現

在もかたくなにメートル法を公式には採用していません（さす

がに最近は不便過ぎるので、アメリカでも牛乳のパックや道路

標識にはリットルやキロメートルを併記しているそうです）。

　単位の混乱はときに思わぬ重大なトラブルを起こします。有

名なのが1998年にアメリカのNASAが打ち上げた火星探査

機、マーズ・クライメート・オービターの事故です。同機は火星

の大気成分の調査を目的としていましたが、打ち上げられてか

ら10カ月後、交信が途絶えて行方不明となります。後に

NASAが調査したところ、なんと単純にヤード・ポンド法で計

算されていた航路を、航行担当チームがメートル法だと思い

込んで変換せずに用いていたことが原因と判明しました。火

星に近づきすぎて炎上したと見られる同機の開発にかかった

金額は1億2500万ドル。現在の日本円にして130億円ほどが

単位の勘違いで失われることになったわけです。冒頭に述べ

たデータフォーマット標準化の動きも、将来の無用なトラブル

の芽を摘むために、スムーズに進展することを願います。
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